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～ 村民の声を行政へ ～
一般質問　令和5年第2回国頭村議会（3月定例会）

赤
土
流
出
防
止
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て

人
口
減
少
の
歯
止
め
策
の
今
後
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
受
け
入
れ
状
況
は
？

学
校
等
跡
地
利
用
に
つ
い
て

JForest

国
頭
村
森
林
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０

地
産
地
消
で
村
の
活
性
化
を

鏡
地
地
内
ホ
テ
ル
建
設
計
画
の
設
計
変
更
案
に
つ
い
て

辺
戸
岬
地
域
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

奥
間
土
地
改
良
区
農
業
用
水
確
保
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
？



令和5年第2回 定例会（3月）
議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案第3号 令和4年度国頭村一般会計補正予算
（第9号） 131,749千円の減額補正 原案可決

（全会一致）

議案第4号 令和4年度国頭村国民健康保険特別
会計補正予算（第4号） 98千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第5号 令和4年度国頭村簡易水道特別会計
補正予算（第5号） 500千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第6号 令和5年度国頭村一般会計予算 歳入歳出それぞれ5,689,781千円
と定める

原案可決
（賛成多数）

議案第7号 令和5年度国頭村国民健康保険特別
会計予算

歳入歳出それぞれ762,926千円と
定める

原案可決
（全会一致）

議案第8号 令和5年度国頭村簡易水道特別会計
予算

歳入歳出それぞれ390,427千円と
定める

原案可決
（全会一致）

議案第9号 令和5年度国頭村後期高齢者医療特
別会計予算

歳入歳出それぞれ58,150千円と定
める

原案可決
（全会一致）

議案第10号 第6次国頭村行政改革大綱の策定に
ついて

「行政運営の合理化」「行政運営の
効率化」「人材の育成・資質向上・意
識改革」を柱に行政運営の確立を図
り、行政改革に取り組む

原案可決
（全会一致）

議案第11号 国頭村情報公開条例の一部を改正す
る条例について

個人情報保護法の改正に伴う一部
改正

原案可決
（全会一致）

議案第12号 国頭村情報公開及び個人情報保護
審査会条例の制定について

令和5年4月１日より新しい個人情
報保護法が適用されることによる条
例の制定

原案可決
（全会一致）

議案第13号 国頭村個人情報の保護に関する法律
施行条例の制定について

令和5年4月１日より新しい個人情
報保護法が適用されることによる条
例の制定

原案可決
（全会一致）

議案第14号 国頭村固定資産評価審査委員会委
員の選任について

国頭村字伊地211番地３
平安香代子（昭和35年4月20日生）

原案同意
（全会一致）

議案第15号 国頭村固定資産評価審査委員会委
員の選任について

国頭村字浜146番地
宮城正康（昭和34年2月14日生）

原案同意
（全会一致）

議案第16号 国頭村定住促進空家活用住宅条例
の一部を改正する条例について

国頭村定住促進空家活用住宅3戸
の追加による条例の一部改正

原案可決
（賛成多数）

議案第17号 指定管理者の指定について（国頭村
立東部へき地診療所）

指定する団体
公益社団法人 地域医療振興協会
指定の期間
令和5年4月1日～令和7年3月31日

原案可決
（全会一致）

議案第18号 国頭村立学校設置条例の一部を改
正する条例について

北国小学校及び佐手小学校の廃校
に伴う条例の一部改正

原案可決
（全会一致）

議案第19号 国頭村学校給食センター設置条例の
一部を改正する条例について

北国小学校及び佐手小学校の廃校
に伴う条例の一部改正

原案可決
（全会一致）

議案第20号 国頭村子育て応援入学・卒業祝金支
給条例の制定について

子育て応援入学・卒業祝金支給に伴
い本条例を制定する

原案可決
（全会一致）
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賛否が分かれたもの
議案番号・件名 採決の結果

島
袋
　
晴
美

大
田
　
孝
佳

山
川
　
安
雄

山
城
　
正
和

渡
口
　
直
樹

与
儀
　
一
人

知
花
　
正
寛

宮
城
　
　
誠

金
城
　
利
光

（
議
　
　
長
）�

山
城
　
弘
一

議案第6号
一般会計予算

原案可決
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ー

議案第16号
空家活用条例

原案可決
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ー

○賛成　×：反対　欠：欠席

議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案第21号 国頭村子育て応援修学旅行費支給
条例の制定について

子育て応援修学旅行費支給に伴い
本条例を制定する

原案可決
（全会一致）

議案第22号 国頭村子ども・子育て会議条例の一
部を改正する条例について

こども・子育て支援法が改正された
ことに伴う条例の一部改正

原案可決
（全会一致）

議案第23号 国頭村国民健康保険条例の一部を
改正する条例について

出産育児一時金等の支給額の引き
上げに伴う条例の一部改正

原案可決
（全会一致）

議案第24号 国頭村過疎地域持続的発展計画の
一部変更について

国頭村過疎地域持続的発展計画の
一部を変更

原案可決
（全会一致）

議案第25号 国頭球場ラバーフェンス工事請負契
約について

契約の方法：指名競争入札
契約金額：74,800,000円
契約の相手方：株式会社 北勝建設

原案可決
（全会一致）

発議案第1号 国頭村議会の個人情報の保護に関す
る条例の制定について

令和5年4月１日より新しい個人情
報保護法が適用されることによる条
例の制定

原案可決
（全会一致）

報告第1号 令和5年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書の報告について

地方自治法243条の3第2項の規定
による報告 報告

議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案第26号 令和5年度国頭村一般会計補正予算
（第1号） 25,993千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第27号 国頭球場膜屋根建築工事請負契約
について

契約の方法：指名競争入札
契約金額：209,066,000円
契約の相手方：有限会社 のうけん

原案可決
（全会一致）

議案第28号
専決処分の承認を求めることについて

「国頭村税条例の一部を改正する条
例」

上位法の改正に伴う改正 原案可決
（全会一致）

議案第29号
専決処分の承認を求めることについ
て「国頭村国民健康保険税条例の一
部を改正する条例」

上位法の改正に伴う改正 原案可決
（全会一致）

令和5年第3回 臨時会（5月）

3



一般質問3月の定例議会

問 

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
観
察
小
屋

の
設
置
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
定
制

度
の
構
築
は

答 

知
花
靖 

村
長

　
一
般
社
団
法
人
や
ん
ば
る
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
環
境
省
等
の
御
協
力
に
よ
り

第
1
回
勉
強
会
を
2
月
24
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
観
察
小
屋

の
設
置
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
定
制
度

の
議
論
を
深
め
、
保
全
及
び
適
正
な

利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

問 

道
の
駅
「
や
ん
ば
る
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
丘
安
波
」
の
今
後
の
運
営
方

針
は

答 

村
長

　
引
き
続
き
地
域
の
生
産
者
や
企
業

と
の
連
携
で
地
元
産
品
の
活
用
に
よ

る
特
産
品
開
発
を
行
い
、
売
上
の
確

保
と
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
す
考
え

で
あ
り
ま
す
。

問 

国
立
沖
縄
自
然
史
博
物
館
の
誘

致
の
進
捗
状
況
は

答 

村
長

　
沖
縄
県
は
国
立
自
然
史
博
物
館
事

業
推
進
会
議
を
2
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
村
と
し
て
は
、
県
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
連
携
し
た
取
り
組
み
に

努
め
ま
す
。

問 

辺
土
名
大
通
り
商
店
街
の
活
性

化
は

答 

村
長

　
辺
土
名
大
通
り
会
な
ど
と
活
性
化

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
し
て
き
ま

し
た
。
辺
土
名
ラ
ウ
ン
ジ
は
移
住
や

新
規
創
業
の
相
談
窓
口
と
し
て
の
機

能
も
あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携

し
て
関
係
人
口
や
交
流
人
口
を
通
じ

て
賑
わ
い
づ
く
り
の
創
出
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

人
口
減
少
歯
止
め
策
の
今
後
は

答 

村
長

　
結
婚
や
出
産
を
希
望
す
る
方
が
安

心
し
て
、
出
産
・
子
育
て
で
き
る
充

実
し
た
環
境
整
備
も
重
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
で
き

る
子
育
て
環
境
の
整
備
に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
保
育
料
の
完
全
無
償
化
や
給
付
型

奨
学
金
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
財
源

の
捻
出
等
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

慰
霊
塔
及
び
周
辺
整
備
等
の
進

捗
状
況
は

答 

村
長

　
敷
地
内
及
び
周
辺
の
桜
並
木
も
含

め
た
形
で
一
体
的
な
公
園
化
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
早
期

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
新
年
度
当
初

予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

問 

兼
久
集
落
内
道
路
整
備
の
進
捗

状
況
は

答 

知
念
武
裕 

建
設
課
長

　
関
係
地
主
は
3
名
い
る
が
、
一
件

は
相
続
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
相
続

関
係
者
全
員
の
同
意
が
必
要
と
な
り
、

今
月
中
に
境
界
の
測
量
を
し
て
地
権

者
・
区
長
も
交
え
て
現
地
で
調
整
し

て
整
備
に
向
け
て
同
意
が
取
れ
れ
ば

並
行
し
て
事
業
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 
北
国
小
学
校
等
の
跡
地
利
用
計

画
は

答 
村
長

　
現
在
、
跡
地
利
用
を
検
討
す
る
べ

き
公
共
施
設
は
、
佐
手
小
学
校
・
北

国
小
学
校
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域

か
ら
の
意
見
・
要
望
等
も
拝
聴
し
な

が
ら
、
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
方
向
性
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
整
備
計
画

は答 

村
長

　

現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
前

身
と
な
る
よ
う
な
施
設
展
開
と
し

て
、
物
産
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
同
展
示
室
の
運
営
を
通

し
て
、
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

実
態
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
歴
史
民

俗
資
料
館
の
整
備
の
方
向
性
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問 

ホ
テ
ル
誘
致
の
進
捗
状
況
は

答 

村
長

　
ホ
テ
ル
誘
致
は
、
業
者
が
望
む
立

地
条
件
の
土
地
が
乏
し
い
こ
と
か
ら

厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
新
た
な
立
地
条
件
に
適
し

た
候
補
地
を
現
地
踏
査
し
、
可
能
性

の
調
査
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

知花 正寛
議員
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一般質問 3月の定例議会
　
我
々
森
林
組
合
系
統
は
、
厳
し
い

林
業
経
営
環
境
に
お
い
て
、
地
域
の

森
林
を
守
り
育
て
、
組
合
員
の
経
済

的
社
会
的
地
位
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
令
和
6
年
度
よ
り
森
林
環
境
税
が

広
く
国
民
か
ら
徴
収
さ
れ
る
中
、
地

域
の
森
林
整
備
の
主
た
る
担
い
手
と

し
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に

協
力
し
つ
つ
、
引
き
続
き
適
切
な
森

林
の
利
用
・
保
全
を
通
じ
て
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を

図
り
、
S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
し

て
い
く
。

　
そ
の
上
で
、
先
人
た
ち
が
植
え
た

人
工
林
が
成
熟
期
を
迎
え
た
今
こ
そ
、

森
林
組
合
系
統
を
挙
げ
て
、
持
続
可

能
な
林
業
経
営
を
通
じ
て
、
以
下
の

3
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
す

る
。

（
１
）
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
組
合
員
の
意
向
が
多
様
化
し
て
い

る
中
、
協
同
組
合
と
し
て
組
合
員
に

対
し
て
「
何
が
で
き
る
か
」
を
考
え

実
践
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
組

合
員
へ
の
一
層
の
利
益
還
元
を
実
現

す
る
。

（
２
）�

働
く
人
の
所
得
向
上
・
就
業

環
境
改
善

　
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
や
労
働
環

境
等
の
課
題
が
あ
る
中
、
内
勤
職

員
・
現
場
技
能
者
に
つ
い
て
所
得
の

向
上
・
労
働
安
全
対
策
を
は
じ
め
と

し
た
就
業
環
境
改
善
を
進
め
る
。

（
３
）�
事
業
拡
大
・
効
率
化
に
よ
る

経
営
の
安
定

　
人
工
林
が
成
熟
期
を
迎
え
林
産
事

業
・
販
売
事
業
が
拡
大
し
、
森
林

環
境
譲
与
税
や
森
林
経
営
管
理
制
度
、

森
林
組
合
法
改
正
な
ど
の
新
た
な
仕

組
み
が
始
ま
っ
た
中
、
事
業
拡
大
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
た
効
率
化
を

進
め
、
安
定
的
黒
字
経
営
を
実
現
す

る
。

問 

仮
称
、
国
頭
村
の
持
続
可
能
な

林
業
振
興
施
策
推
進
に
取
り
組
む
協

議
会
・
委
員
会
等
設
置
状
況
伺
う

答 

知
花
靖 

村
長

　
持
続
可
能
な
林
業
振
興
施
策
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
都

道
府
県
、
市
町
村
と
連
携
し
た
地
域

森
林
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
も

明
記
さ
れ
て
お
り
、
森
林
組
合
が
計

画
で
掲
げ
た
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
S
D
G
s
宣
言
に
お
い
て
は
、
持

続
可
能
な
林
業
と
ま
ち
づ
く
り
と
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
国
頭
村
も
同
様

に
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
目
標
達
成
に
は
森
林
環
境
譲
与
税
、

森
林
管
理
経
営
制
度
な
ど
の
有
効
活

用
が
重
要
で
あ
り
、
森
林
組
合
と
の

協
力
及
び
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
森
林
組
合
と
随
時
情
報

共
有
等
を
行
い
、
各
制
度
の
適
切
な

運
用
、
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
第
一
四
半
期
開
催
を

目
途
に
、
現
存
す
る
委
員
会
等
を
再

開
さ
せ
る
か
、
新
た
な
組
織
を
設
立

す
る
か
に
つ
い
て
、
森
林
組
合
と
協

議
、
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問 
都
道
府
県
、
市
町
村
と
の
連
携
、

地
域
森
林
管
理
体
制
の
確
立
と
い
う

形
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
も
地
域
森

林
管
理
方
針
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
、

森
林
の
長
期
的
な
管
理
方
針
に
つ
い

て
何
と
か
順
調
な
工
場
経
営
、
林
業

経
営
、
循
環
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

担
え
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

答 

村
長

　
現
在
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

を
し
て
お
り
、
国
立
公
園
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
森
林

の
持
つ
水
源
涵
養
、
あ
る
い
は
災
害

防
止
等
々
の
多
面
的
機
能
が
、
重
要

化
を
増
し
て
い
る
と
理
解
を
し
て
お

り
ま
す
。
自
然
公
園
法
の
枠
の
中
で

し
か
木
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

そ
れ
で
林
業
は
そ
の
枠
内
の
中
で
計

画
的
に
実
施
を
し
て
、
そ
の
後
押
し

も
や
っ
て
い
き
た
い
と
同
時
に
、
森

林
組
合
の
経
営
安
定
の
他
、
特
に

周
辺
の
環
境
改
善
、
こ
れ
は
絶
対
必

要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
組
合
と
し
て

も
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る

と
い
う
の
は
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ほ

か
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
、
そ
れ
だ
け
国

立
公
園
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保

全
と
い
う
の
も
大
事
で
す
。
し
っ
か

り
と
組
合
の
側
で
業
務
と
し
て
や
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

組
合
と
し
っ
か
り
今
後
連
携
・
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

与儀 一人
議員

JForest
国
頭
村
森
林
組
合
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
に
つ
い
て

～
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・

保
全
と
林
業
経
営
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
～
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一般質問3月の定例議会
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、2
0
0
9

年
度
か
ら
総
務
省
に
よ
っ
て
制
度

化
さ
れ
、
過
疎
や
高
齢
化
の
進
行
が

著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域

協
力
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
併
せ

て
隊
員
の
定
住
・
定
着
を
図
る
と
さ

れ
て
い
る
。
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
本
村
も
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
だ
と
思
う
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落
支
援

員
、
地
域
活
性
化
起
業
人
、
ま
た
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

が
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
隊
員
の
期
間
は
お
お
む
ね
1

年
以
上
最
長
3
年
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
以

下
の
質
問
を
行
う
。

問 

本
村
が
協
力
隊
を
求
め
る
目
的

と
期
待
す
る
こ
と
は
何
か

答 

知
花
靖 

村
長

　
都
市
部
の
人
材
を
新
た
な
担
い
手

と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
力
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
熱
意
や
専
門
性

を
活
か
し
て
本
村
の
課
題
解
決
に
貢

献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

問 

こ
れ
ま
で
の
成
果
及
び
課
題
を

伺
う

答 
村
長

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、任
期
終

了
後
の
隊
員
7
人
の
う
ち
4
人
が
村

内
に
引
き
続
き
定
住
し
て
お
り
、そ
の

う
ち
1
人
が
村
内
で
起
業
、2
人
が

村
内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
円
滑
に
活
動
す
る
た
め
に
、

役
場
は
基
よ
り
受
入
先
事
業
者
と
も

し
っ
か
り
と
し
た
受
入
・
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

問 

活
動
状
況
や
成
果
等
の
情
報
発

信
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答 

村
長

　
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
S
N
S
を

活
用
し
て
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
回

初
め
て
、
沖
縄
県
全
体
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
内
容
が
分
か
る
ポ

ス
タ
ー
展
を
庁
舎
内
で
開
催
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
の
協
力
の
下
、
本
村
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
域
で
活
躍
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て

も
併
せ
て
広
報
し
ま
す
。

問 

業
務
的
情
報
共
有
や
退
任
後
の

起
業
サ
ポ
ー
ト
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

答 

村
長

　
毎
日
の
業
務
報
告
書
の
提
出
や
定

期
的
に
情
報
交
換
会
を
行
い
、
状
況

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
退
任
後
の
起
業
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
国
や
沖
縄
県
が
主
催
す
る
研

修
会
へ
の
参
加
案
内
、
起
業
に
必
要

な
資
格
取
得
の
奨
励
、
起
業
支
援
金

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

今
後
の
計
画
や
方
向
性
を
伺
う

答 
村
長

　
今
後
も
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産

品
の
開
発
・
販
売
・
P
R
、
農
林
水

産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、
地
域

外
の
人
材
を
活
用
し
て
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡口 直樹
議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の

受
け
入
れ
状
況
は

関
連
質
問 

●
協
力
隊
を
こ
れ
ま
で
活
用
し
た
中

で
、
見
え
て
き
た
課
題
は

●
契
約
任
期
中
に
契
約
破
棄
さ
れ
た

事
例
は

●
契
約
破
棄
の
原
因
把
握
及
び
地
域

や
事
業
所
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は

●
情
報
発
信
の
あ
り
方
と
し
て
庁
舎

内
の
共
有
や
S
N
S
と
紙
ベ
ー
ス

で
の
必
要
性
は

●
福
祉
・
教
育
の
現
場
に
も
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
人
材
の
必
要
性
は

●
今
後
も
具
体
的
な
目
的
を
持
っ
て

受
け
入
れ
す
る
計
画
は
あ
る
の
か

●
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
登
用
意
義
、
必
要
性
は

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
実
施
状
況
は

活動内容ポスター展（庁舎内）
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一般質問 3月の定例議会

問 

我
が
国
頭
村
が
未
来
永
劫
へ
持

続
的
に
発
展
、
活
性
化
し
て
い
く
た

め
に
は
魅
力
あ
る
辺
戸
岬
地
域
を
造

成
、
整
備
す
る
と
同
時
に
そ
の
雑
草

地
を
芝
公
園
と
し
て
整
備
し
、
多
目

的
広
場
を
造
成
す
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
辺
戸
岬
に
は
、
年
間
約
38
万
人
の

来
訪
者
が
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
重

要
な
観
光
地
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
辺
戸
岬
地
域
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
辺
戸
岬
周

辺
整
備
計
画
、
平
成
28
年
度
に
辺
戸

岬
周
辺
整
備
推
進
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
観
光

案
内
所
や
飲
食
施
設
を
有
す
る
辺
戸

岬
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
令
和
元
年

度
か
ら
供
用
開
始
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
両
計
画
で
は
辺
戸
岬
拠
点
施
設
に

隣
接
す
る
エ
リ
ア
に
、
多
目
的
広

場
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
も
整
備
範

囲
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
を
進
め
る
上
で
、
や
ん

ば
る
国
立
公
園
の
第
2
種
特
別
地
域

及
び
第
3
種
特
別
地
域
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
自
然
公
園
法
に
基
づ
く
手

続
等
、
環
境
省
等
関
係
機
関
と
の
協

議
や
管
区
人
及
び
地
権
者
と
の
合
意

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

観
光
客
や
県
内
の
人
々
は
辺
戸

岬
の
行
き
帰
り
に
、
途
中
国
道
沿
い

の
売
店
や
あ
る
い
は
物
産
セ
ン
タ
ー

等
に
寄
っ
て
食
事
や
買
い
物
を
し
て

い
く
こ
と
が
一
般
的
な
流
れ
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
辺
戸

岬
地
域
の
活
性
化
が
本
村
の
活
性
化

に
直
結
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
が
、
辺
戸
岬
地
域
の
雑
草
地
を

国
立
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
芝
公
園
と

し
て
整
備
し
て
、
村
民
、
県
民
、
あ

る
い
は
観
光
客
が
余
暇
を
楽
し
む
多

目
的
広
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
、

本
村
の
今
後
の
観
光
振
興
を
図
る
と

同
時
に
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
認
識
を
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

前
田
浩
也 

商
工
観
光
課
長

　
辺
戸
岬
の
周
辺
整
備
計
画
は
平
成

26
年
度
と
平
成
28
年
度
に
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
芝
公
園
や
、
散
策

路
を
含
め
て
計
画
書
に
載
せ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
に
つ
い
て
は
ま
だ
具
体

的
な
協
議
等
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
協
議
し
て
、

進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問 

本
土
の
岬
は
ほ
と
ん
ど
が
観
光

名
所
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
多
く

の
お
客
さ
ん
で
大
変
賑
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
物
産
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
貸
店
舗
の
よ
う
な
施
設
が
新
た
に

こ
の
辺
戸
岬
地
域
内
に
で
き
な
い
か

伺
う
。

答 

商
工
観
光
課
長

　
現
在
辺
戸
岬
に
は
拠
点
施
設
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
今
あ
る
既
存
の

施
設
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

動
い
て
お
り
ま
す
。
辺
戸
区
・
宜
名

真
区
・
宇
嘉
区
と
い
う
形
で
3
集
落

の
農
家
や
、
区
長
、
漁
業
者
も
含
め
、

協
議
し
て
拠
点
施
設
の
1
階
の
部
分

で
農
作
物
等
を
物
販
で
き
る
か
と
い

う
形
で
今
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

1
階
の
観
光
案
内
所
の
中
に
は
い
ろ

ん
な
グ
ッ
ズ
も
販
売
す
る
計
画
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
を
充
実

さ
せ
て
、
そ
の
用
途
が
大
き
く
な
れ

ば
周
辺
の
整
備
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

金城 利光
議員

辺
戸
岬
地
域
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

現在の観光案内所
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一般質問3月の定例議会

問 

国
頭
村
立
辺
土
名
幼
稚
園
と
国

頭
村
立
辺
土
名
保
育
所
の
跡
地
施
設
、

現
在
休
校
中
で
あ
る
国
頭
村
立
佐
手

小
学
校
、
国
頭
村
立
北
国
小
学
校
の

再
利
用
、
再
活
用
に
つ
い
て
現
在
ど

の
よ
う
な
話
合
い
が
持
た
れ
て
い
る

か
、
今
後
は
地
域
か
ら
の
要
望
を
聞

く
な
ど
の
取
組
は
あ
る
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
民
間
企
業
な
ど
か
ら
数
件
の
相
談

は
あ
っ
た
が
現
時
点
で
は
跡
地
利
用

の
方
向
性
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

佐
手
小
学
校
、
北
国
小
学
校
の
既
存

施
設
の
利
用
も
含
め
、
様
々
な
ケ
ー

ス
を
想
定
し
地
域
な
ど
か
ら
の
意

見
・
要
望
等
も
拝
聴
し
跡
地
利
用
検

討
委
員
会
等
の
設
立
に
向
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

問 

県
内
外
に
は
廃
校
を
利
用
し
地

域
創
生
を
ス
タ
ー
ト
し
、
経
済
の
好

循
環
を
生
ん
で
い
る
自
治
体
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
働
く
場
所
が
な
い
こ
と

が
人
口
減
少
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
行

政
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
か
れ
る
か
伺
う
。

答 

村
長

　
跡
地
の
北
国
小
学
校
、
佐
手
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
今
定
例
会
で
廃
止

条
例
を
出
し
て
い
る
、
4
月
以
降
本

格
的
に
利
活
用
に
つ
い
て
取
り
組
み

ま
す
。
当
然
地
域
の
要
望
等
、
意
見

等
も
聞
き
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
で

き
る
よ
う
な
跡
利
用
を
し
っ
か
り
と

検
討
し
ま
す
。

問 
跡
地
利
用
で
人
口
が
急
に
増
え

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
若
い

働
く
世
代
が
持
続
可
能
な
就
労
で
き

る
場
所
に
尽
き
る
。
国
頭
村
に
住
ん

で
い
る
住
民
の
幸
福
度
、
満
足
度
は

向
上
し
て
い
く
と
思
う
。
村
の
人
口

を
増
や
す
シ
ナ
リ
オ
や
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

與
儀
光
浩 

企
画
政
策
課
長

　
各
自
治
体
と
も
に
人
口
減
少
は
大

き
な
課
題
、
問
題
点
で
あ
り
ま
す
。

国
頭
村
に
お
い
て
も
第
2
期
国
頭
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
お
い
て
福
祉
、

教
育
の
充
実
、
職
場
、
住
む
場
所
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
一
生
懸
命

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
今
の
目
標

と
す
る
人
口
に
達
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
と
い
う
の
が
、
我
々
国
頭
村
、

執
行
部
側
の
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。　

議
員
意
見 

う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば

地
域
の
雇
用
を
生
む
、
世
帯
収
入
が

増
え
人
口
も
村
の
税
収
も
増
え
る
、

好
循
環
が
始
ま
る
の
は
容
易
に
想
像

が
で
き
る
と
思
う
。
文
部
科
学
省
で

も
地
方
創
生
と
し
て
廃
校
を
利
用
し

た
い
企
業
と
地
域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
な
ど
促
進
す
る
働
き
が
あ
る
。

国
頭
村
も
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

地
域
の
声
や
情
報
に
耳
を
傾
け
、
次

世
代
の
た
め
に
跡
地
利
用
へ
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
期
待
す
る
。

学
校
制
服
の

再
利
用
に
つ
い
て

問 

学
校
制
服
は
高
価
で
あ
る
。

「
制
服
バ
ン
ク
」
な
ど
を
設
立
し
て
、

低
所
得
世
帯
や
必
要
と
し
て
い
る
人

に
い
つ
で
も
在
庫
が
確
認
で
き
て
制

服
が
安
価
で
購
入
、
受
け
取
れ
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
福
祉
的
観
点
か
ら

構
築
で
き
な
い
か
伺
う
。

答 

村
長

　
国
頭
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
フ
ー

ド
バ
ン
ク
実
施
要
領
の
中
に
、
使

用
し
て
い
な
い
制
服
等
を
預
か
り
、

困
っ
て
い
る
方
々
へ
提
供
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
中
に
制
服
も

あ
る
と
い
う
仕
組
み
の
広
報
や
周
知

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
解
決
で
き
る

か
。

答 

宮
里
光 

教
育
課
長

　
教
育
委
員
会
と
し
て
中
学
校
に
入

学
、
卒
業
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

使
っ
て
周
知
を
し
て
不
要
に
な
っ
た

制
服
を
社
協
に
預
け
る
よ
う
促
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

答 

新
里
智 

福
祉
課
長

　

社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
社
協
だ

よ
り
、
広
報
く
に
が
み
、
村
公
式

S
N
S
を
使
っ
て
周
知
し
ま
す
。
制

服
バ
ン
ク
は
料
金
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
庭
で
い
つ
も
の
よ
う
に
洗

濯
し
て
預
け
て
欲
し
い
で
す
。

議
員
意
見 

無
償
は
有
難
い
。
誰
で

も
分
か
り
や
す
く
、
目
立
つ
と
い
う

こ
と
が
大
切
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
。
今
後
も
国
頭
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
幅
広
い
活
動
を
期
待
し
た
い
。

島袋 晴美
議員

学
校
等
跡
地
利
用
に
つ
い
て
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一般質問 3月の定例議会

問 

本
村
で
は
、
地
産
地
消
促
進

基
本
計
画
が
2
0
2
1
年
度
か
ら

2
0
3
0
年
度
ま
で
の
10
年
間
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
促
進
基
本
計
画
策
定
の

背
景
と
目
的
に
、
消
費
者
の
農
林
水

産
物
、
加
工
品
に
対
す
る
安
全
・
安

心
指
向
が
高
ま
り
、
消
費
者
と
生
産

者
の
距
離
を
短
縮
「
食
」「
脳
」「
健

康
」
の
原
点
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
生
産
者
、
農

林
水
産
業
関
係
団
体
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
、
観
光
関
連
事
業
所
及
び
行

政
が
連
携
し
本
村
の
特
性
を
生
か
し

た
地
産
地
消
を
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
策
定
計
画
は
、
農
林

水
産
業
者
、
村
民
も
所
得
向
上
に

つ
な
が
る
と
大
い
に
期
待
し
、
令
和

3
年
9
月
議
会
で
4
点
ほ
ど
質
問
を

い
た
し
ま
し
た
。
1
つ
に
、「
ふ
る

さ
と
市
の
活
用
」、
次
に
「
生
産
者

と
消
費
者
を
結
ぶ
」、
「
食
文
化
の

見
直
し
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
」、

「
高
齢
者
を
含
め
農
業
者
の
営
業
意

欲
」
等
の
質
問
に
対
し
、「
検
討
し

ま
す
」
や
「
推
進
し
ま
す
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
地
産
地
消
促
進

基
本
計
画
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の

事
業
計
画
達
成
に
向
け
て
の
方
針
を

伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
本
村
で
は
令
和
3
年
8
月
に
地
産

地
消
促
進
計
画
を
策
定
、
令
和
3
年

9
月
に
国
頭
村
農
林
水
産
物
等
消
費

拡
大
推
進
条
例
を
制
定
し
、
村
産
農

作
物
の
優
先
利
用
を
促
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
4

年
2
月
に
道
の
駅
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
内

の
国
頭
村
特
産
物
直
売
所
、
ふ
る
さ

と
市
を
改
修
し
、
村
産
農
作
物
の
販

売
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
及
び
品
質
管
理

の
向
上
に
努
め
、
村
産
物
の
販
売
を

担
う
施
設
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
旬
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ロ

ゴ
シ
ー
ル
、
の
ぼ
り
旗
等
に
よ
り
村

産
農
作
物
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
か
ら
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
県
外

の
事
業
者
と
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
農
家
の
販
売
力

増
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
買
い
手
と
な
る

県
外
の
事
業
所
の
取
引
要
望
量
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
し
た
連
絡
手
段
な
ど
に
、

個
々
の
農
家
が
対
応
で
き
な
い
な
ど

の
要
因
で
契
約
に
至
ら
な
か
っ
た
事

案
等
、
課
題
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
そ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
、

個
々
の
農
家
の
販
売
力
強
化
に
必
要

な
支
援
策
等
を
検
討
し
、
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

国
頭
村
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

プ
ロ
ジ
ャ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役

割
と
は

答 

田
場
盛
久 

農
林
水
産
課
長

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
つ

い
て
は
、
去
年
の
9
月
か
ら
配
置

を
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
内
の
農
家
さ
ん
と
直
接
や
り
と
り

し
て
、
自
分
自
身
で
消
費
者
に
商
品

を
届
け
る
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
、

指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
作
業
に
は

つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
、
中
間
的
な
役
割
を
担
う
機
関

も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
も

見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
中
間
的
な
事
業
者
を
創
設
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
で
す
。
6
次
産
業
化
や
、

農
家
が
直
接
消
費
者
に
品
物
を
届
け

る
と
い
う
こ
と
が
、
間
に
人
を
挟
ま

な
い
こ
と
か
ら
素
早
く
安
く
新
鮮
な

も
の
を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

方
向
に
し
っ
か
り
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

宮城 誠
議員

地
産
地
消
で
村
の
活
性
化
を
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一般質問3月の定例議会

問 

農
業
経
営
に
お
い
て
、
農
業
用

水
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と

で
、
前
回
の
12
月
議
会
に
お
い
て
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
た
。
村
長
か
ら

答
弁
で
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
早
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
管
理
組
合
と
引
き
続
き
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
比
地
地
区
に
あ
る
取
水
場
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
た
め
池
の
フ
ェ
ン
ス

の
移
動
が
必
要
で
あ
る
と
管
理
組
合

と
調
整
が
済
ん
で
お
り
ま
す
。

　
フ
ェ
ン
ス
移
動
に
係
る
費
用
の
確

認
の
た
め
、
業
者
へ
見
積
り
を
依
頼

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
奥
間
川
の
ラ
バ
ー
施
設
に
つ
い
て

は
、
破
損
箇
所
の
修
繕
が
高
額
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
を
廃
止
し
、
新
た
な
水
源
地
か

ら
自
然
流
に
よ
る
取
水
を
管
理
組
合

も
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
改
善
策
実
現
に
向
け
、
沖
縄

県
及
び
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

維
持
管
理
で
貯
水
池
の
砂
や
石

を
取
り
除
か
な
か
っ
た
原
因
で
、
農

家
や
行
政
に
多
大
な
損
失
を
被
る
と

想
定
さ
れ
ま
す
。
12
月
議
会
か
ら
村

長
と
農
林
水
産
課
長
の
答
弁
は
聞
い

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
と
話
を
聞
い
て
、
副
村
長
が

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
、
所

見
を
伺
う
。

答 

宮
城
明
正 
副
村
長

　
特
に
農
作
物
を
扱
う
農
家
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
農
業
用
水
の
確
保

と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
整
備
だ

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良

も
含
め
て
、
そ
の
土
地
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
は
、
村
の
ほ
う
で
主

体
的
に
整
備
を
し
て
お
り
ま
す
関
係

か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
的
な
、
あ
る
い
は

大
が
か
り
的
な
補
修
等
に
つ
い
て
は
、

十
分
村
と
し
て
も
役
割
を
果
た
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

大
規
模
改
修
は
多
大
な
費
用
が
か
か

る
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
経

費
の
面
も
含
め
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
の

民
間
企
業
誘
致

問 

肥
料
・
農
業
・
飼
料
・
燃
料
・

資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
、
農
家
経
営

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

農
家
が
生
活
し
て
い
く
に
は
安
定
し

た
収
入
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
育

て
た
作
物
が
傷
物
で
も
確
実
に
買
っ

て
く
れ
る
業
者
が
い
る
と
す
ご
く
助

か
る
も
の
で
あ
る
。
文
教
経
済
委
員

で
石
垣
へ
研
修
に
行
っ
た
際
、
八
重

山
南
風
堂
株
式
会
社
の
視
察
に
行
っ

た
。
紅
芋
の
加
工
で
あ
る
。
農
家

1
7
0
人
登
録
し
て
契
約
で
栽
培
し

て
い
る
。
栽
培
指
導
も
会
社
で
行
い

農
家
と
連
携
し
て
の
企
業
で
あ
っ
た
。

国
頭
村
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
1

年
が
経
過
し
た
。
村
民
が
期
待
し
て

い
る
の
は
所
得
の
向
上
で
あ
る
。
地

元
農
産
物
を
活
用
し
て
村
内
の
二
次

産
業
と
結
び
つ
け
た
戦
略
が
必
要
と

考
え
る
。
農
産
物
加
工
の
企
業
を
世

界
遺
産
登
録
の
我
が
村
に
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答 

村
長

　
国
頭
村
に
お
い
て
、
傷
物
や
規
格

外
の
農
産
物
を
取
引
し
て
い
た
だ
け

る
加
工
事
業
者
が
あ
る
と
農
家
の
経

営
安
定
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
こ
と

か
ら
、
加
工
事
業
者
の
参
入
は
歓
迎

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
頭
村
の
農
作
物
は
多

様
な
品
目
が
あ
り
、
1
品
目
で
大
量

に
栽
培
し
て
い
る
作
物
は
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
作
物
加
工
事
業

者
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国

頭
村
の
営
農
状
況
を
勘
案
し
た
上
で

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

大田 孝佳
議員

奥
間
土
地
改
良
区
農
業
用

水
確
保
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
は

フェンス移動の検討
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一般質問 3月の定例議会
　
赤
土
流
出
防
止
対
策
の
勉
強
会
に

参
加
し
た
。
「
沈
砂
池
の
維
持
管

理
が
対
策
効
果
の
前
提
条
件
で
あ
り
、

赤
土
堆
積
で
沈
砂
池
の
容
量
が
減
る

と
全
体
の
対
策
効
果
が
低
下
す
る
」

と
の
こ
と
だ
。
沈
砂
池
浚
渫
は
農
家

で
は
無
理
が
あ
り
、
行
政
が
行
う
必

要
が
あ
る
。

問 

耕
作
放
棄
地
解
消
工
事
、
安

波
・
宇
嘉
土
地
改
良
区
を
確
認
し
た
。

広
大
な
農
地
で
休
耕
地
の
解
消
、
集

積
化
も
進
み
、
農
業
の
可
能
性
を
感

じ
る
光
景
だ
。
赤
土
流
出
対
策
協
議

会
と
し
て
農
地
面
積
に
対
し
て
、
沈

砂
池
の
面
積
、
深
さ
、
河
川
ま
で
の

動
線
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か
、

村
内
土
地
改
良
区
、
他
農
地
の
赤
土

流
出
防
止
、
沈
砂
池
の
浚
渫
計
画
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
安
波
及
び
宇
嘉
地
区
改
良
区
の
整

備
工
事
に
つ
い
て
、赤
土
流
出
対
策
協

議
会
と
2
月
に
現
地
確
認
を
し
ま
し

た
。農
地
面
積
に
対
し
て
の
沈
砂
池
の

容
量
等
は
当
時
の
工
事
図
面
等
で
は

確
認
で
き
な
い
た
め
、今
年
度
か
ら
次

年
度
に
か
け一部
の
箇
所
に
お
い
て
、浚

渫
作
業
の
実
施
の
中
で
、沈
砂
池
の
状

況
を
把
握
、土
地
改
良
区
内
の
沈
砂

池
浚
渫
の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理

し
、財
源
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
検
討

し
た
上
で
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

問 

国
頭
漁
協
や
漁
師
の
話
を
聞
く

と
、
海
の
赤
土
堆
積
が
要
因
で
モ
ズ

ク
が
全
く
収
穫
で
き
な
い
年
も
あ
り
、

魚
の
産
卵
場
所
の
環
境
に
も
直
結
す

る
と
の
こ
と
だ
。
赤
土
流
出
防
止
対

策
は
行
政
が
し
っ
か
り
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
役
場
の
見
解
を
伺
う
。

答 

宮
城
明
正 

副
村
長

　
昨
年
8
月
に
農
業
分
野
、
観
光
、

漁
組
、
J
A
関
係
者
で
赤
土
流
出
対

策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ど
の
よ
う

な
形
で
解
決
で
き
る
か
の
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
環
境
を
ど
の
よ

う
に
守
っ
て
い
く
か
を
重
視
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
利
活
用

問 

現
況
が
農
地
に
適
し
て
い
な
け

れ
ば
、
非
農
地
の
判
断
も
大
事
な
こ

と
だ
。
こ
の
地
域
は
開
発
エ
リ
ア
に

す
る
な
ど
、
都
市
計
画
的
な
発
想
が

必
要
と
考
え
る
。
明
ら
か
に
非
農
地

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

も
一
緒
に
検
討
、
村
は
ど
う
判
断
す

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
村
長
の
見

解
を
伺
う
。

答 

村
長

　
村
内
に
お
い
て
は
様
々
な
場
所
に

耕
作
放
棄
地
や
未
利
用
地
が
存
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
お
い
て

も
企
業
誘
致
、
ま
た
は
民
間
事
業
者

に
と
っ
て
立
地
条
件
に
見
合
う
土
地

な
ら
ば
現
地
踏
査
等
も
含
め
関
係
機

関
と
連
携
し
可
能
性
調
査
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

地
産
地
商
の
可
能
性

問 

村
は
令
和
4
年
9
月
よ
り
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
た
。
そ
の
成
果
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
、
課
題
と
可
能
性
を

伺
う
。

答 
村
長

　

主
な
成
果
と
し
て
生
産
者
と
1

次
加
工
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
、
ネ
ッ
ト
販
売
手
法
の
農
家
へ
の

指
導
に
よ
る
販
売
力
の
強
化
、
県
内

外
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
農
家
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
内
農
家
の
生
産

規
模
が
小
さ
い
こ
と
や
、
販
売
先
の

相
手
の
取
引
量
を
確
保
す
る
の
が
難

し
い
こ
と
、
及
び
各
農
家
の
生
産
物

を
取
り
ま
と
め
る
中
間
事
業
者
が
存

在
し
な
い
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題

も
見
え
て
い
ま
す
。

や
ん
ば
る
学
の
必
要
性

問 

屋
久
島
か
ら
学
び
、
奄
美
大
島

に
は
地
域
環
境
文
化
が
必
要
の
考
え

方
が
あ
る
。
村
民
の
自
信
と
誇
り
、

社
会
教
育
、
や
ん
ば
る
ら
し
い
責
任

あ
る
観
光
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
必

要
度
の
高
い
学
び
だ
と
考
え
る
が
、

再
開
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答 

村
長

　
2
0
1
9
年
度
村
内
4
か
所
で
や

ん
ば
る
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

地
域
資
源
の
再
発
見
、
活
用
等
に
つ

い
て
住
民
の
関
心
度
が
高
く
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
今
後
や
ん
ば
る
学
と

し
て
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
開
催
内

容
、
財
源
確
保
な
ど
関
係
機
関
と
の

調
整
が
必
要
で
あ
り
、
民
間
主
導
に

よ
る
開
催
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
ま

す
。

山川 安雄
議員

赤
土
流
出
防
止
対
策
の

必
要
性
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一般質問3月の定例議会

問 

今
回
の
事
業
者
側
か
ら
の
設
計

変
更
案
の
村
へ
の
事
業
説
明
内
容
に

対
し
、
ど
う
い
っ
た
助
言
や
課
題
等

の
調
整
協
議
を
行
っ
た
か
。
そ
の
内

容
及
び
令
和
4
年
11
月
4
日
付
、
村

長
へ
提
出
さ
れ
た
鏡
地
区
長
か
ら
の

当
該
ホ
テ
ル
建
設
計
画
に
対
す
る
要

請
書
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
村
の

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
設
計
変
更
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
者
側
か
ら
の
高
さ
の
変
更
に
つ

い
て
の
電
話
に
よ
る
簡
易
的
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
そ
れ

以
外
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
書
類
等

を
用
い
た
具
体
的
な
説
明
は
受
け
て

お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
条

例
上
地
域
と
の
協
議
が
済
ん
だ
こ
と

を
証
す
る
地
域
協
議
書
の
提
出
が
必

要
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
合
意
形
成

が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
法

令
等
に
基
づ
い
た
中
立
的
な
立
場
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問 

業
者
は
い
つ
頃
、
そ
う
い
う
お

話
を
持
っ
て
き
て
、
正
式
に
お
話
を

聞
い
た
わ
け
で
す
か
。

答 

與
儀
光
浩 

企
画
政
策
課
長

　
今
回
高
さ
を
景
観
条
例
に
示
す
13

メ
ー
ト
ル
以
下
に
し
て
、
も
う
一
度

鏡
地
地
区
の
ほ
う
に
お
話
し
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
図
面
が
ど
う

変
わ
っ
た
の
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の

に
つ
い
て
は
一
切
、
我
々
も
目
に
し

て
お
り
ま
せ
ん
し
、
役
場
へ
の
報
告

も
ま
だ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問 

そ
の
後
、
鏡
地
区
の
ほ
う
か
ら

は
何
か
そ
の
件
に
つ
い
て
、
役
場
の

ほ
う
に
照
会
で
あ
る
と
か
、
相
談
は

あ
っ
た
の
か
。

答 

企
画
政
策
課
長　

　
直
接
私
の
ほ
う
に
は
、
そ
う
い
っ

た
相
談
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問 

区
の
ほ
う
で
は
2
月
10
日
に
代

議
員
会
を
や
っ
て
、
そ
の
件
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。
鏡

地
区
の
区
長
の
ほ
う
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
と
き
に

ペ
ー
パ
ー
1
枚
が
代
議
員
会
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
表
だ
け
の
1
枚
、

こ
れ
に
高
さ
約
13
メ
ー
ト
ル
と
い
う

形
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

皆
さ
ん
の
ほ
う
に
も
届
い
て
い
る
か
。

答 

企
画
政
策
課
長　

　
設
計
変
更
の
今
の
1
枚
と
い
う
の

は
外
観
で
す
か
、
私
は
持
ち
合
わ
せ

て
お
り
ま
せ
ん
。

問 

変
更
に
対
し
て
。
説
明
も
な
い

ま
ま
に
、
事
が
進
む
の
か
と
い
う
大

変
な
懸
念
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
大
変

だ
と
い
う
こ
と
で
、
直
接
区
長
に

会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
し

た
り
、
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
辺
に
つ
い
て
、

村
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

企
画
政
策
課
長　

　
変
更
案
に
つ
い
て
、
書
面
等
に
よ

る
、
ど
う
い
っ
た
形
で
、
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
工
夫
し
て
、
こ
の
13

メ
ー
ト
ル
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
今
の
計
画
、

変
更
さ
れ
た
と
い
う
計
画
を
我
々
は

ま
だ
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
し
、

そ
の
相
談
も
受
け
て
い
な
い
の
が
今

の
村
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問 

業
者
と
の
計
画
変
更
で
あ
れ
ば
、

中
身
で
あ
れ
ば
た
だ
13
メ
ー
ト
ル
に

抑
え
た
と
い
う
こ
と
だ
け
の
変
更
な

の
か
、
そ
の
辺
も
含
め
て
、
全
く
役

場
に
は
そ
れ
以
外
の
相
談
と
い
う
の

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
村

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答 

村
長

　
山
城
議
員
か
ら
あ
っ
た
図
面
等
に

関
し
て
も
全
く
私
も
見
て
い
ま
せ

ん
。
先
ほ
ど
か
ら
企
画
政
策
課
長
か

ら
あ
る
通
り
、
最
初
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
鏡
地
区
の
反
対
が
多
い
と
い

う
の
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
、
変
更
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
中
身
に
つ
い
て

は
全
く
見
て
い
な
い
の
で
、
変
更
の

説
明
や
、
最
終
的
に
景
観
条
例
の
申

請
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
役
場
内
で

中
身
を
審
議
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
今
の
段
階
で
は
全
く

出
て
き
て
い
な
い
の
で
、
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
質
問 

●
や
ん
ば
る
国
立
公
園
管
理
運
営
計

画
●
学
校
敷
地
の
未
登
記
の
解
消
問
題

●
農
家
団
地
計
画

●
辺
野
喜
川
の
河
川
氾
濫
の
防
止
対

策

山城 正和
議員

鏡
地
地
内
ホ
テ
ル
建
設
計
画

の
設
計
変
更
案
に
つ
い
て
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②南大東村議会議員と担当課職員との意見交換会

①さとうきび刈取作業：農家の所得安定・向上に向けた取り組みについて
さとうきび専業農家の平均耕作面積が約8.5ha、国内では例の少ない大型機械化一貫作業体

系による大規模経営が確立している。
機械の大型化だけではなく、スマート農業の推進に向けた実証も行っているとのことで、実証

現場にも足を運んだ。希少な水資源を有効活用し、さとうきびの増収と品質向上を図るため、遠
隔自動灌水システムや点滴チューブの地中埋設によるスマート化を目指している。スマートフォン
で自宅にいながら灌水することができるとのことで、近未来の農業経営の在り方を垣間見た。

1．平均所得増に向けた取り組みについて
南大東村は沖縄県市町村民所得（県民所得）が県内3位と高い水準にあり、平均所得増に向け

ての取り組み、またその要因について意見を伺った。

南大東村の基幹産業であるさとうきび農家の所得が高いと思われがちだが、それなりに経費も
掛かるため各農家のさとうきびの所得はそれほど高いという実感はないとのことだった。

平均所得が高い要因として、兼業農家の割
合が高いため他の給与所得等と合算すると所
得が上がること、人口に占める就業者の割合
が他市町村に比べて高いこと、学校・病院・気
象台職員等の給与もへき地手当等で高額にな
ることが上げられるとのことだった。

また、輸送コストに伴い建設業において公共
事業の単価も本島と比べ2．5倍になっている。

しかしながら、地道な生産農家の努力により
沖縄本島内の生産数に匹敵する10万tという単
収をあげており、交付金等を活用し農家の所得
向上・安定に向けて取り組んでいる。機械化農
業の確立・スマート農業の推進等の取り組みな
ど、農家の高齢化に伴う熟練オペレーター不足
の解消と、最も経費の掛かる人件費削減につ
ながる事が期待される。

また、農業以外にも南大東周辺はマグロ・ソ
デイカ等の回遊魚が豊富な海域であり、南大
東漁港の整備によりさらなる水産業の振興も
期待される。

総務財政委員会所管事務調査報告書
調査期間：令和5年1月26日（木）～1月27日（金）
調査場所：南大東村
調査目的：�県市町村民所得の上位に位置している要因や所得増に向けた取り組み等を中心に調

査を行った。
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南大東島の面積は30.52㎢（国頭村194.80
㎢）、人口は約1,200人（国頭村約4,500人）、島
の約60％が農地という農業中心の島である。

サトウキビの生産量は国頭村の約30倍、農家
は法人化し国や県から大きな補助を受け生産量
を増やし、昔ながらの農業から機械化を推し進め
人件費を抑制し収益を向上させている。本村で
も遊休農地を利用した農産物等の大量生産に向
け、農業法人化の推進を検討する必要があると思われる。

農業後継者用住宅について、本村は耕作放棄地、遊休農地が多いという課題を抱えているが、農
業を始めてみたいと希望する若者は増えている。やはり、一番の問題は住むところがない、というこ
とではないだろうか。

また、農業新規就業者用定住型住宅を整備したが、空いている農地がないため新規で農業を始
めるのが困難な南大東村の実情を知り、その必要性について強く感じた。空き家問題を解決してい
く方法としても有効になるかもしれない。小さい限りある島で暮らす南大東島の皆さんの苦労は計
り知れない。限りある資源を有効に活かそうという必死の思いが伝わってくる。

本村で「農業を始めたい若者募集」などというプロモーションができるようになれば、移住者も
増え新しい農業も始まるのではないだろうか。

私は、松山千春の「大空と大地の中で」が好きで人生の哲学のように
も感じます。神奈川県で社会人となって乗り越えなければならない壁が
いくつもあり、精神的に落ち込んだ時によく歌っていました。今もカラオケ
に行くとよく歌います。

♪「こごえた両手に息をふきかけて、しばれた体をあたためて、生きる
事が つらいとか、苦しいだとか いう前に、野に育つ花ならば 力の限り生
きてやれ」♬

自然豊かな国頭村で育ったからこそ、この歌が好きになったのかもし
れません。私の父母が好きな歌は沖縄民謡・教訓歌とも伝えられる「てぃ
んさぐの花」で幼いころから聞かされています。８９歳の母は国頭村歌も
歌います。国頭村に生まれ育って誇りに思いなさいと言わんばかりに。

国の頭の村（Country・Head・Village）国頭サバクイも好きだな。
大田 孝佳

～南大東島視察から見えてきたもの～

あなたは好きな歌ありますか

議会傍聴へのおさそい

村議会は3月・6月・9月・12月と年4回の定例議会が開催さ
れます。6月定例会は6月9日（金）開会予定です。日程が決ま
り次第、ホームページでお知らせいたします。
※役場1階ロビーのテレビでも議会を視聴することができます。

一般質問通告書の質問・答弁を
基本に（会議録に基づき）各議
員でまとめ、議会広報委員会が
確認したものを掲載しています。

一般質問の内容は
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